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助成活動名 外国人に対する法的保護情報の提供や日本語学習支援、相談支援事業 

助成額      600,000 円 

活動内容 目的 

● 技能実習制度から育成就労へと制度変更および特定技能分野拡大に伴い、現
在より高い日本語能力が求められるため、対象者を支援する必要がある 
 

● 文化交流を目的としたイベントへの支援活動。日本に在留する外国人の多く
が長く日本に住むことを希望している。そうなると、日本語能力だけでな
く、日本文化の理解が必要となる。さらに共生するためには日本人も外国文
化を理解する機会を持たなければならない。 
 

● 在留外国人の個別支援、相談 

 

内容 

● オンライン日本語教室 
 

● 国際交流イベント（ワールドキッチン）への出展 
 

● 在留外国人の個別支援、相談（倉敷市役所 オンライン相談 第２・４水曜
日）ほか電話相談は随時受付 
 

● トラック協会のセミナー（９月５日に水島愛あいサロンで実施。） 

当初の
計画か
らの変
更点 

● 計画していた技能実習生向けコンプライアンス研修は実施せず 
● オンライン日本語教室は、講師の手配が難しく N3 コースを実施できず N4 コ

ースのみを実施 



 成果 

● オンライン日本語教室は、参加人数が 15～30 名ほど。 
 

● ワールドキッチンに飲食ブースを出展、バッファローチキンウイングを販
売。メンターネットの宣伝をしつつ、異文化交流。ワールドキッチンの次回
イベントで外国人向けの相談ブースを設けて来場する外国人中心に相談対応
を行うことが決定した。 
 

● 倉敷市役所のオンライン相談は予約制で約 2 か月に 1 回対応。一例を挙げる
と特定技能 1 号者が教育の仕事へつくため岡山大学大学院への入学を希望し
ており、その是非とやり方を相談してきた。2 回に亘って相談対応して各機
関への根回しから手続きまで教授した。電話相談の件数は月１回程度で一例
では技能実習生を会社の通訳・管理者として雇用する是非と手続きを聞いて
きた企業があったため対応した。 
 

● トラック協会のセミナーは約 50 名の来場者があった。次回、青年部会へ向
けてのセミナーを開催予定 

今後の課題と対
応策 

● 日本語講師が日本語学校認定申請のために不足しており、経験のある講師の確保が難
しい 
  →オンラインで行うので、岡山県以外の講師からも探していく。 

●行いたい計画や相談はあるものの対応できる能力とやる気のあるスタッフが少ないこ
と。制度変更や相談内容が難化しており、正しい理解と経験がないと対応できなくなっ
てきている。 

→大学教授、コンサルタント、外国人や他の同様の活動をしている機関に所属する 
人たちから理事を迎えて活動内容を広げると同時に複雑な相談への対応力を上げ 
る。 

 
●活動資金の不足 

→相談対応した企業や個人に対して入会や協賛を募り活動資金のサポートを依頼。 
→オンライン日本語教室の有料化を進める。 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 


